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＜長野県を取り巻く状況＞ ＜長野県を取り巻く状況＞

気候変動対策や持続可能な社会への意識の

高まり

・ 観光、農林水産業などにおける気候変動対策

・ グリーン成長、サーキュラーエコノミーへの転換

・ 再エネ・省エネの更なる推進

自然災害や感染症などの脅威

・
気候変動による自然災害の頻発化・激甚化、自然災害

リスクの増加への対応

・ インフラの老朽化への対応

・ 災害時における個人や企業による共助の促進

・ 次のパンデミックに備えた医療提供体制等の強化

新技術・デジタル化の加速

・ テレワークの普及を活かした人材、企業の取込み

・ ICT投資による中⼩企業の成長機会の拡大

・ IT人材不足への対応

・ 学び直し（リカレント）の普及

・ 教育におけるICT活用の促進

・ 条件不利地域における新技術・デジタル技術の活用

・ 行政におけるデジタル化の加速

社会に存在する様々な格差

・ ジェンダー平等の更なる推進

・ 子どもの貧困格差の是正

・ 就業形態や就職時期による格差の是正

・
労働生産性や人手不足など、企業規模・業種間の格差

の是正

海外との関係の変化

・ インバウンドの回復を見据えた対応

・ 経済安全保障等を受けた企業の海外戦略の見直し

・ 外国人労働者・外国人児童生徒の増加への対応

・ 不法滞在者等への対応

人口減少と少子高齢化の進行

・ 企業の担い手不足への対応

・ 地域の担い手不足とコミュニティ機能の低下への対応

・ 地域公共交通の維持・確保

・ 集落や社会インフラの管理不全への対応

・ 元気な高齢者の活躍とフレイル対策

東京一極集中から地方分散への動き

・ 地方への移住・定住、二地域居住の取込み

・ 都市部人材や企業の取込み

・ 関係人口の取込み

 ・ スーパーメガリージョン形成による経済効果の最大化

ライフスタイルや価値観の多様化

・ 多様な働き方、多様な生き方の促進

・ 新たなつながりの促進

○

次期総合５か年計画における「現状認識」

現行計画 次期計画

○

○

○

○

○

○

○
（コロナによる）

価値観の変化・多様化

世界的脱炭素の動き

コロナの脅威

コロナによる

地方分散の流れ

（コロナによる）

ＤＸの加速化

（コロナによる）

社会の分断

急激な人口減少と東京圏への人口流出

・持続可能な社会保障やインフラ整備の仕組み

・担い手不足の中での地域活力の維持・向上

・安心の結婚・出産・子育て、多様な人材の定着

・持続可能な財政

○

技術革新とグローバル化の急速な進展

・技術革新を産業競争力強化に活用

・ イノベーションの継続

・国際動向への適応した海外展開と活力の取込み

○

人生100年時代へ

・社会保障費の増加

・
人生設計のマルチステージ化や教育・就労の仕組みの

変革

・多様な価値観を受け入れる受入れ環境づくり

○

貧困・格差の拡大

・貧困の連鎖や格差拡大の是正

○

東京オリンピック・パラリンピックの開催

・訪日外国人の受入れ環境整備や海外需要の取込み

・
長野オリンピックで培ったスポーツ参加意識や異文化交

流の継承

○

広域交通ネットワークの充実

・人や物の流れを呼び込む地域づくり

・県内各地への地域交通の確保

○

ＳＤＧｓなど持続可能な社会をめざす気運

の高まり

・
あらゆる主体の連携による、経済・社会・環境課題への

関わり

・ＳDGsの理念を踏まえた社会づくり

○

東日本台風災害等

コロナによる

国際情勢の変化

資料２

コロナによる

婚姻・出生数の減
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